
夏咲きぎくの７～１ ０月出し電照抑制栽培における適品種の選定

[要約］夏咲き_萱４品種の中から、 7～10月出し雷照抑制栽培において切花品質が

｢精雲」と同等に優れ、開花調節が容易な品種として「新玉精」、「酔美人」、「２
９号」、「白秀芳」、 ｢村瀬宝」、「４６号」及び「村上の白」を選定した。
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［背景・ねらい］

夏咲きぎくの7～10月出し電照抑制栽培では、７～８月の高温・長日により消灯後の開花が
遅れたり､奇形花が生じるなど､品質低下が問題となっている。また､主要品種である「精雲」

は、暖地の９月出し以降の作型では茎の伸長が劣り、柳芽を発生しやすい欠点がある。その

ため、県内の主要産地における夏咲きぎく品種の中から、「精雲」と同等に優れた形質を

持ち、電照による開花調節が容易な品種を選定する。

［成果の内容・特徴］

①7～８月出し栽培では、「新玉精」、「酔美人」及び「２９号」は消灯から開花までの日

数が「精雲」とほぼ同じで、切花品質もよい。「村瀬宝」と「４６号」は草姿・花型がよ

いが、「精雲」と比べて開花が3週間以上遅れる（表１）。

②9～10月出し栽培では、「２９号」と「白秀芳」は摘心後7週間電照により「精雲」とほ

ぼ同時に採花でき、奇形花は発生しない。「村瀬宝」、「４６号」及び「村上の白」は、

「精雲」よりも開花は遅れるが、切花長が長くなり品質が優れる（表２）。

③「雷山天寿」、「天寿」、「ミス飯塚」は消灯から開花までの日数が長くかかるため、

平地における電照抑制栽培には適さない（表１～表２）。

［成果の活用面・留意点］

①夏咲きぎく主要産地における優良品種として普及を図る。

②中山間地の雨よけ施設等を利用した電照抑制栽培により、高品質ぎくの生産が可能であ

る。

③9～10月出し電照抑制栽培における親株養成は、５月以降は電照を行って花芽分化を抑制

する必要がある。
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表２９～10月出し電照栽培における開花及び開花時の諸形質（平成4年）

[具体的デk的データ］

表１７～８月出し電照栽培における開花及び開花時の諸形質（平成3年）

平均
数花首長評価葉切花長品種

開花日

花首長

濯
潔
８／2９

ｍｃ
４
７
７
４
４
６
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●

４
７
５
５
４
５
５
４

ｃｍ

ｌＯ１
１０４
99

104
101
105
100

118

１
２
９
３
９
７
２
６

４
３
３
４
４
４
４
５鶴

。
◎
○
△
○
。
△

品種

17日に一斉
霞浬聯奏蝿､､5月蟹群注)薪蝿賓繍胎早

-129-

震

平均
評価

Ｃ、

９１
９６
９７
９２
８２
99

109

107
114

葉数切花長

８
３
０
９
３
６
４
３
０

２
４
５
３
３
４
３
４
５

開花日

寿
寿
自
琢

雲
宝
蓉
盲
弓
芳
の
飯

一
瀬
山
６
９
雫
毒
秀
上
ス

精
満
雷
４
２
天
日
村
ミ

一
○
△
○
。
△
。
○
△

函
２
５
４
３
６
１
５
１
２

．
●
●
●
●
●
●
●
◆
●

依
り
３
３
２
４
今
３
６
．
１
鐸
③

[その他］

研究課題名：夏咲きギクの品種選定と生産安定

予算区分：経常

研究期間：平成４年度（平成２～４年）

研究担当者：谷川孝弘、小林泰生、坂井康弘

発表論文等：平成2～4年度園芸研究所野菜花き

注)室難汚成4年５月20日｡電照は６月'０日から6週間行い､７月22日

平成2～4年度園芸研究所野菜花き部花き花木研究室試験成績書


